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天野先生の思い出
木曽  秀子
天野先生に最初にお目にかかったのは、1994
年、上ヶ原キャンパスに置かれていた総合政策
学部開設準備室に先生がお越しになられた時でし
た。なんとダンディで知的で穏やかな、そして優
しい眼差しの方、という印象を受けました。永ら
く職場経験から離れていました上に、教育機関で
働いたこともなく、ましてや初代学部長になられ
る方と知らされ、私にとりましては、まさに雲の
上のお人でした。
阪神大震災でご自宅が倒壊、一時的に三田に移
られるということで、住居探しのお手伝いをさせ
ていただきました。幸いに、知り合いが所有して
いた格好のマンションが見つかり、奥様とご一緒
にフラワータウンにお越しになられた時のことを
思い出しています。「書斎が崩れまして、本が散
乱しています。いい部屋を紹介していただいてあ
りがとうございました。」とお礼を言って下さった
後、なんと、背広の裏ポケットを探りながら、「敷
金というものが必要だと聞いております。充分か
どうかわかりませんが。」と、ニコニコと用意され
ていた云十万円の札束を差し出されたのです。も
ちろん、そういうお金は必要でないような段取り
ができておりましたので、丁重にお返ししました
が、とても律儀な、いかにも学者さんらしいお方
だと感じたことを覚えています。
また、開学して間もない頃、急に、三田市役所
の役人さん方との会合のセッティングがなされま
した。会合はその日の夕刻。暑い最中、たまたま
背広の上着をお召しになっていず、意を決された
ように、「木曽さん、申しわけありませんが、自
宅まで車で乗せていただけませんか？上着を取り
に帰りたいのです。」と言われました。車中、何度
も申し訳ない、を繰り返され、そんな中に改めて
先生の律儀さ、礼儀正しさを感じた事を懐かしく
思い出します。
天野先生は、外国人教員に対しても、とても細
やかな気遣いをされ、慣れない土地での日常生活
は順調に行っているか、研究活動も支障なくされ
ているかと、常に案じておられました。ややもす
ると忘れられがちな英語常勤講師に対しても、常
に同様の気遣いをお持ちでした。開学当初に着任
した外国人教員の心の奥には、天野先生との思い
出、そしてお優しいお顔が懐かしく留められてい
ることでしょう。
総合政策学部初代学部長として就任された天野
先生、大学の古い慣習にとらわれず全く新しい風
を総合政策学部に吹き入れて下さったに違いあり
ません。お元気でいらっしゃれば、まだまだご研
究に励まれ、県内に留まらず日本国に貴重な貢献
をされたであろうと思うと口惜しい限りです。
お人柄から察しますと、きっと律儀に真面目に
病気と闘われたことと想像いたします。今は、痛
みも苦しみもない世界で、こよなく愛されたクラ
シック音楽を聴きながら、安らかに永遠の時をお
過ごし下さいますように。
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